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1. 組織の概要、認証・登録の対象範囲

     １） 事業所名 株式会社アップルホーム

             代表者氏名 代表取締役　小宮　香織

     ２）　所在地 本　社　　　 

〒813-0012　　福岡市東区香椎駅東3丁目24番4号　　　　　

     ３）　創設年度 昭和５２年２月

     4）　環境管理責任者 山田　光男

              担当者氏名 小宮　香織

　　     　　連絡先 ＴＥＬ　092-681-2143    ＦＡＸ 　092-681-8791

e-mail : apple@nag.bbiq.jp

     5）　事業の内容 特定建設業　　福岡県知事許可（特－3）第36969号

建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業

塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業

     6）　事業の規模

従業員数 5名

事務所床面積 37.25㎡

     7）　事業年度 11月～翌年10月

[ 認証・登録の対象範囲 ]

        1）  対象範囲 上記の全組織及び全活動

     2）  事業活動 建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業

塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業

及び設計・施工管理

     3）  対象事業所 本社

[ 組織の概要 ]

総売上額：28,300万円　　
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株式会社　アップルホームは、建築工事を通じて地球環境の保全の重要性を認識し、

　　　（行動指針）

1 環境負荷削減の為、次の事項に重点的に取り組みます。

① 事業活動に伴って発生する二酸化炭素の排出量削減

② 廃棄物の発生抑制・削減・リサイクルの推進

③ 水使用量の節水・削減

④ 環境に配慮した設計・施工

2 事業活動について適用される環境関連法規を厳守します。

3 環境経営レポートを作成し、公表します。

4 環境経営方針を全社員に周知し、全員で環境改善活動に取り組みます。

　　　制定日　令和３年１２月２０日

　　　改定日　令和４年１０月　１日

　　　　株式会社　アップルホーム

　　　　　代表取締役　小宮　香織

2. 環境経営方針

取組むとともに、環境経営の継続的改善を推進していきます。

環境経営システムに基づき、環境保全に社員一丸となって、継続的、積極的に
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3.環境経営目標

　2020年11月～
2021年10月

　2021年11月～
2022年10月

　2022年11月～
2023年10月

　2023年11月～
2024年10月

　2024年11月～
2025年10月

1 二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 5,772 5,714 5,656 5,599 5,541

2 電気使用量削減 　　　　本社 kWh 2,381 2,357 2,333 2,310 2,286

　　　　作業所 kWh 132 131 129 128 127

　　　　工事現場 kWh 2,331 2,308 2,284 2,261 2,238

3 ガソリン使用量削減 　　　　本社 ℓ 1,636 1,620 1,603 1,587 1,571

4
産業廃棄物の再資源
化率の維持（95％以
上）

　　　　工事現場 ％ 100 95 95 95 95

5 水使用量の削減 　　　　工事現場 m³ 63.0 62.4 61.7 61.1 60.5

6 化学物質の適正管理 工事現場 ― 適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持

7

環境に配慮した施工の推
進

（周辺環境への配慮，苦
情ゼロ維持）

工事現場 件 0 0 0 0 0

8 地域貢献活動の推進 　　　　本社 回 １回以上 １回以上 1回以上 1回以上 1回以上

※ただし、試行期間の目標値は、前年度同月計に対して1％削減とする。

※（　　）の数値は、基準年度の1月から3月の実績値である。

2023年度
（3%削減）

2024年度
（4%削減）環境経営目標 単位

基準年
2020年度

目標

2021年度
（1%削減）

2022年度
（2%削減）
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1 エアコン設定温度を決め、実行する

2 不用な照明の消灯

3 夏期のクールビズ、冬期のウォームビズ励行

4 パソコン・コピー機等OA機器の省電力設定

1 作業後は出来る限り主電源から切る

2 不用な照明の消灯

1 エアコン設定温度を決め、実行する

2 不用な照明の消灯

3 夏期のクールビズ、冬期のウォームビズ励行

4 エネルギー消費が少ない施工方法を選定する

1 法定速度の厳守

2 タイヤの空気圧の確認

3 エコドライブ（急発進・急加速の禁止等）推進

1 法定速度の厳守

2 タイヤの空気圧の確認

3 エコドライブ（急発進・急加速の禁止等）推進

1 設定温度の調整

2 ファンヒーターのフィルターをこまめに掃除

1 コピー用紙の削減、裏紙を利用する

2 分別回収を行いリサイクルを推進する

1
廃棄物管理票をもとに廃棄物の適正な処理を
行う

3
分別管理を行いリサイクルに回せるものはリ
サイクルする

4 コピー用紙の削減、裏紙の活用

6 水使用量の削減 現場 1 節水活動の推進 野北

7 化学物質の適正管理 現場 1 塗装材料の適量使用と現場保管量の最小化 野北

1 環境に配慮した苦情のない施工 山田(光)

2 環境に配慮した施工の推進 山田(光)

1 近隣清掃活動 山田(康)

2 地域貢献活動の推進 山田(康)

4. 環境経営計画（２０２１年度）

　Ｉ．二酸化炭素排出量の削減

取組目標 該当事業所 達成手段

山田(康)

現場 野北

担当者
スケジュール

11～1月 2～4月 5～7月 8～10月

山田(光)

作業所 山田(光)

現場 野北

電気使用量の削減1

3 灯油使用量の削減 本社

本社

2 ガソリン使用量の削減

本社

德重

　Ⅱ．廃棄物排出量の削減

取組目標 責任者 達成手段 担当者
スケジュール

11～1月 2～4月 5～7月 8～10月

4 一般廃棄物排出量の削減 本社 德重

スケジュール

5 産業廃棄物の再資源化の推進 現場 野北

　Ⅲ．水使用量の削減

11～1月 2～4月 5～7月 8～10月

　Ⅳ．化学物質の適正管理（自らが施工する建築物等のサービスの改善）

取組目標 責任者 達成手段 担当者

取組目標 責任者 達成手段 担当者
スケジュール

11～1月 2～4月 5～7月 8～10月

担当者
スケジュール

11～1月 2～4月 5～7月 8～10月

　V．環境に配慮した施工の推進

取組目標 責任者 達成手段 担当者
スケジュール

11～1月 2～4月 5～7月 8～10月

現場

本社

環境の配慮した苦情のない施工管理

地域貢献活動の推進
（近隣清掃活動）

9

8

　Ⅵ．地域貢献活動の推進

取組目標 責任者 達成手段
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5. 環境経営目標の実績

活動期間（試行期間）：2022年1月～2022年3月）

年間 10カ月

　2020年11月～
2021年10月

　2021年11月～
2022年10月

2022年1月～
2022年10月

2022年1月～
2022年10月

2022年1月～
2022年10月

2022年1月～
2022年10月

1 二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 5,772 5,714 4,762 4,275 111 ○

2 電気使用量削減 本社 kWh 2,381 2,357 1,964 1,861 106 ○

作業所 kWh 132 131 109 42 260 ○

工事現場 kWh 2,331 2,308 1,923 3,469 55 ×

3 ガソリン使用量削減 本社 ℓ 1,636 1,620 1,350 981 138 ○

5
産業廃棄物の再資源
化率の維持（95％以
上）

工事現場 ㎏ 100 95 95 91 95 ×

6 水使用量の削減 工事現場 m³ 63.0 62.4 52 0 -- ○

7 化学物質適正管理 工事現場 ― 適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持 100 ○

8

環境に配慮した施工の推
進

（周辺環境への配慮，苦
情ゼロ維持）

工事現場 件 0 0 0 0 100 ○

9 地域貢献活動の推進 本社 回 １回以上 １回以上 １回以上 1回 100 ○

※ただし、試行期間の目標値は、前年度同月計に対して1％削減とする。

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、九州電力の2019年度二酸化炭素調整後排出係数（0.371㎏-CO2/kwh）を使用しています。

※削減目標の達成率は目標値/実施値）✕100（％）で算出しました。

※増加目標の達成率は実績値/目標値✕100（％）で算出しました。
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環境経営目標 単位

基準年
2020年度

目標、実績

2021年度（1%削減）
実績 達成状況　％ 評価



6. 実　施　体　制　図

※地域貢献活動

　　　　　　　　　近隣清掃活動

※二酸化炭素の排出量の削減

　　節電の推進 節水活動の推進
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工事責任者

　代表者　　　小宮　香織　

環境管理責任者　山田　光男

総務部 工事部

EA21委員会

EA21事務局



7.　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容　　　

○

△

○

○

△

○

○

△

一般廃棄物 ○ --

産業廃棄物 ○ ×

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった
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近隣清掃活動

環境に配慮した施工の推進 ○ ○

○ ○

次年度の取組内容

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目 評価実施状況
目標の
達成状況

電気使用
量削減

エアコン設定温度の実行 昼休みに不要な電気
の消灯が余り出来て
いなかった。
タイヤの空気圧の確
認をあまり実施出来
ていない。

引き続きエアコン設定温度を
適切に管理を行います。
昼休みなど不必要な時は消灯
を行います。
ガソリンを入れるとき空気圧
の確認を実施します。

不要な照明の消灯

パソコン・コピーの省電力設定

ガソリン
使用量削

減

法廷速度の厳守

タイヤの空気圧の確認

エコドライブの推進

灯油使用
量削減

設定温度の調整

ファンヒーターのこまめな掃除

△

〇

2.廃棄物排出量削減

評価 次年度の取組内容

コピー用紙の削減 分別回収でリサイクル
に取組を行いました。

今後一層、分別回収リサイク
ルを推進します。

活動項目 実施状況
目標の
達成状況

節水活動の推進 ○

○

分別回収でリサイクルの推進

3.水使用量削減

活動項目 評価 次年度の取組内容実施状況
目標の
達成状況

実施状況

○塗装材料の適量使用と現場保管量の最小化

目標の
達成状況

4.化学物質の適正管理

次年度の取組内容

活動項目 評価 次年度の取組内容

材料の適量使用・現
場保管量の最小化が
出来ている。

継続して材料の適正使用・保
管量の最小化の取組を行いま
す。

6.地域貢献活動の推進

活動項目 評価実施状況
目標の
達成状況

--

近隣清掃が出来てい
ます。

継続して清掃を実施します。

5.環境に配慮した施工の推進

活動項目 評価 次年度の取組内容

環境に配慮した施工
が出来ています。

継続して環境に配慮した施工
を実施します。

実施状況
目標の
達成状況

節水活動が出来てい
ます。

節水を意識して取組を行いま
す。○



8.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

次年度の環境経営目標は、「3. 環境経営目標」に記載の２０２２年度の目標を

次年度の環境経営計画は次のとおりです。
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                                                                   変更することなく取り組みます。



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
   並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動に適用される環境関連法規等は次のとおりです。

環境経営システムに基づき、全従業員が環境目標達成出来る様取り組みを行いました。

産業廃棄物の削減は、本社・建設現場において、全従業員・各下請負業者による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分別・リサイクルの推進に努めるよう取組を実施しました。

環境経営システムに則って活動の取組を実施します。

CO2削減について、電力・ガソリン使用量の削減を意識を持って取組を行いました。

今後とも、環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・実施体制の

１０．代表者による全体評価と見直しの結果

2022年12月20日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませ
んでした。また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

今年度始めて、エコアクション21に参加しました。

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律（廃掃法）

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

騒音規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

建設リサイクル法 特定建設資材廃棄物の再資源化の実施
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